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烏骨鶏粉末のラット中性脂肪、コレステロールに及ぼす影響
中江美和＊○岡田朋子＊本多直子＊大森正司＊掛益享＊*
　(＊大妻女子大　＊＊㈱上野屋)

【目的】烏骨鶏は日本では天然記念物に指定され、古来より珍重されてきた
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白色レグホンよりも小振りであるが、脚は長く、皮膚、骨、肉に至るまで黒紫色な

ので、この名があるとされる。日本や中国の古書｢神農本草経｣などにも烏骨鶏の

薬効のことが記され、漢方としてよく利用されてきたが、その効果の科学性につい

ては未だ不明のところが多く残されている。本研究ではこれらの点を明らかにする

目的でラットに烏骨鶏を投与し、各臓器、血液への影響を試験した。
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クレア製粉末飼料ＣＥ－２に烏骨鶏粉末(骨、皮、肉を凍結乾燥粉状にしたもの)
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したものを用いた。これを室温25°C、湿度50％の動物室で12時間ずつの明暗状態で

３ヶ月飼育した。飼育後、屠殺解剖し臓器所見及び血液生化学試験を行い、続いて

各臓器中の遊離アミノ酸量を測定した。

　【結果】①全実験期間を通して飲水量、摂食量に有意の差は認められなかったが、
体重及び肝重量は減少の傾向であった。②血液中ＨＤＬ－コレステロールは対照区

に比ぺ上昇として、中性脂肪は減少として示された。コリンエステラーゼ、総ビリ
ルビン等には変動は認められなかった。
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　〔目的〕血漿コレステロール（Choi）濃度は、種々の食事成分により変動し、摂取タンパ
ク質の種類や含量もその変動要因の一つである。一般に摂取タンパク質の種類による血漿
Choiの応答は、その類似アミノ酸混合物を川いても同様であることが知られている。摂取

タンパク質の含量の上昇は、Choi負荷条件では血漿Choiが低下する報告が多い。しかし、
演者らはDoiiryu（D）系ラットを川い、摂取タンパク質含量の違いによる血漿Choiの変動
は、タンパク質の種類により異なることを報告した。本研究は摂取タンパク質含量の血漿

Choiに及ぼす影響を明らかにするため、タンパク質と類似アミノ酸混合物を用い検討した。
さらに、ラットの系統差についても検討した。

　〔方法〕実験動物には４週齢で、体重lOOgのＤ系、Sprague-Dawley （SD）系の雄ラット
を各群５頭用いた。試験飼料は、カゼイン（Ｃ）、カゼイン類似アミノ酸混合物（CAAM）、
卵アルブミン（Ａ）、卵アルブミン類似アミノ酸混合物（AAAM）をタンパク質源とし、それ
ぞれ5％、10％、2o％群を設けた。なお、飼料にChoiを負荷した。飼育は試験飼料と水を
自由に摂取させ、３週間行った。

　〔結果〕体重増加量は、飼料中タンパク質含量の上昇に従って増加した。飼料中のタンパ
ク質含量の上昇に従って、血漿Choiは、Ｄ系のCfi..J料、c^m飼料、SD系のCAAM飼料で上
昇が抑制されたが、SD系のＡ飼料では飼料中のタンパク質含量の上昇に従って上昇した。

血漿遊離必須アミノ酸総量は、SD系、Ｄ系のCAAM、AAAM飼料で、また、SD系のＡ飼料、

Ｄ系のc飼料で飼料中タンパク質含量の上昇に従い上昇した。とくにスレオニンの変動が
大であった。
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